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578 広島付近における海陸風の地域特性

第1表　昭和48年8月21～22日の最高・最低気温と

　　　　同差

城南中学校

市　　　内

広　　　航

最　高

34．2

34．6

31．2

最　低

21．9

24．4

23．4

差

一12．3

－10．2

－7．8

可部の最低

22．0

おいては，まず夜と昼とで大気安定度が異なり，それに

一般場の風が異なる形で寄与すると，海陸風等と同じ風

向をもつ時とそうでない時とでは作用は異なって現われ

るはずで，そのために風速の垂直分布が異なって現われ

ているとみられる．したがって，総観規模での現象が地

形に影響して，さらに小さい規模の広島付近での海陸風

の様子が複雑に現われているようである．

　第2点については，一つの参考資料として城南，市

内，沿岸（広島航空測候所）の最高最低気温をみると，

第1表のように，日中の気温状況には大きな違いはない

が，最低気温が城南で相対的に低く，中国山地にある可

部の最低気温とほぼ同じである．このことから山間部の

冷気が太田川沿いの谷間に沿って流出したものと思わ

れ，断定はできないが広島市の北部（城南）では山風が

干渉しているようである．このことはまた谷風が海風に

も影響しているとも考えられ，それらのために海風の最

高気温出現時での強化がおき，また陸風循環の強化がお

きたのであろう．要するに，この辺は海陸風と山谷風と

が干渉している場所であるために複雑な状況を示してお

り，両者の振舞いを区別して明らかにすることは難かし

い．山谷風との干渉の問題はさらに観測網を広げて立証

する予定である．

　第3点の甲島の循環系であるが，明らかに昼夜の別に

対して風向の変化がないという事実は，海陸風が出現し

ていないとみざるを得ない．したがって広島湾のような

・一定方向に広がった地形での海陸風は，沿岸海上せいぜ

い20km位までにしか出現しないと言えそうで，このこ

とが地形的なものかそれとも一般的なことかについては

大気汚染に関連しても重要なことでもあるから，さらに

他の湾や内海の他の場所でも調べる必要がある．

　5．あとがき

　今回の特別観測の目的の一つであった海陸風循環系の

振舞いの地域的な違いを究明するために，陸地奥深く海

上はるか南方までとった観測点における実態の違いを報

告した．始めにも述べたように他のいろいろな場所につ

いて特別観測をして海陸風に対する地形の効き方を総観

規模や中間規模の現象もふまえて吟味する必要があろ

う．特徴的な結果については前項で述べたので再記しな

い．この特別観測は気象研究所，大阪管区気象台の研究

費助成のもとに，広島地方気象台，広島航空測候所，呉

測候所，日本気象協会広島支部の各位によって実施され

たものであること，また岡山，松江，高知の各地方気象

台，大阪，広島各航空測候所，岡山，出雲，高知の各空

港出張所および福山測候所より測器の貸与で協力を受け

たことを記して謝意を表します．

　また本論文に対して種々ご教示いただいた広島地方気

象台予報官根山芳晴博士に深謝します．
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